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研究成果の概要（和文）：加齢と精神的健康の関連に関しては，若年成人に比べて，高齢者ほど肯定的な情報を
優先的に記憶し，高い主観的幸福感を示すことが指摘されてきた。こうした現象は，加齢に伴うポジティビティ
効果と呼ばれている。ただし，先行研究では，感情制御が困難になると予想される老年後期固有の問題がほとん
ど検討されてこなかった。そこで本研究では，「高齢者が老年期に渡っていかに精神的健康を維持するか」を解
明することを目指し，実験室実験や縦断調査，更に経験サンプリング法と脳イメージングを併用して，高齢者に
おける主観的幸福感と記憶におけるポジティビティ効果の認知，神経基盤に関する検討を行った。

研究成果の概要（英文）：Aging is typically associated with a range of negative experiences, such as 
declines in physical functioning. Nevertheless, older adults are more likely to pay attention to and
 remember positive information than negative information (the positivity effect). Older adults also 
report better emotional experiences, reduced negative emotions, and improved well-being than do 
younger adults. However, it has been unclear how older adults can maintain the positivity effect and
 better emotional experiences across the early and late old age. This project aimed to address this 
issue by employing laboratory experiments, longitudinal survey studies, the experience sampling, and
 neuroimaging.

研究分野： 社会認知神経科学

キーワード： ポジティビティ効果　加齢　高齢者　感情と記憶　脳イメージング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本を始め，先進諸国で人口の高齢化が急速に進んでいる。例えば，2018年の日本人の平均寿命は，女性が87
歳，男性が81歳で，過去最高を記録している。出生数の減少も重なり，65歳以上の人口が総人口に占める割合は
30％近くに及ぶ。高齢者の精神的健康を維持することは，身体的健康を維持し，致死率を低めることも明らかに
されており，高齢者の精神的健康をいかに維持・向上させるかは喫緊の課題と言えよう。本研究では，高齢者の
感情制御や精神的健康に関わる要因を明らかにすることで，いかに国内外の高齢者の生活の質を高めるかに関す
る示唆を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

 日本を始め，先進諸国で人口の高齢化が急速に進み，高齢者の精神的健康をいかに維持・向上
させるかが喫緊の課題となっている。加齢と精神的健康の関連に関しては，従来の研究で，若年
成人に比べて，高齢者は肯定的な情報に選択的な注意を向け (Knight et al., 2007)，肯定的な情
報を優先的に記憶することが指摘されている (Mather & Knight, 2005)。こうした現象は加齢
に伴う注意や記憶におけるポジティビティ効果と呼ばれている。研究代表者自身も「加齢に伴い
身体・認知的機能が低下するにも関わらず，高齢者がなぜポジティビティ効果を示すのか」に注
目し，ポジティビティ効果の心理・神経学的基盤を明らかにしてきた (e.g., Barber et al., 2016, 

Mem & Cog; Sakaki et al., 2013, J. Cog. Neuro）。 

 しかし従来の研究のほとんどは，65歳から 75歳までの前期高齢者と 75歳以上の後期高齢者
を一括りにして，若年成人と高齢者を比較してきた。だが，前期高齢者と後期高齢者の間には，
大きな違いがある。健康状態も良く，就労率も高い前期高齢者に比べて，後期高齢者は，加齢に
伴う身体機能の低下，就業率や社会参加の低下，自身の健康状態への不安など，数多くの不安要
素を抱えている。実際，高齢者の主観的幸福感に関する調査によれば，加齢に伴う幸福感の上昇
は 70歳前後がピークで，その後は幸福感が減少することが報告されている (Carstensen et al., 

2011; Fiske et al., 2003)。更に，実験室で認められる記憶や注意のポジティビティ効果が，現実
の高齢者の幸福感や精神的健康に寄与しているとも限らない。先行研究では，記憶や注意におけ
るポジティビティ効果と高齢者の幸福感は独立に検討され，両者の相互作用についても十分に
検討されてこなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，前期高齢者と後期高齢者を対象に，加齢に伴う幸福感や記憶におけるポジティビ
ティ効果の変化を包括的に検討し，「高齢者が老年期に渡っていかに精神的健康を維持するか」
を解明することを目指した。 

 

３．研究の方法 

 記憶や注意におけるポジティビティ効果は，もっぱら認知心理学的な実験室実験で検証され
てきた。しかし「こうした実験室研究のアプローチで得られた見解が，現実社会での精神的健康
にいかに寄与しているか」については，十分に明らかになっていない。そこ本研究では，質問紙
による縦断調査，脳イメージング，生理指標，経験サンプリングなど，マルチメソッドに基づく
複合指標アプローチをとり，老齢期におけるポジティビティ効果や幸福感について包括的な検
討を行うこととした。 

 
４．研究成果 
 
 まず幅広い年齢の高齢者を対象とした実験室実験を行
い，老年前期と老年後期における記憶のポジティビティ効
果の規定因の検討を行った  (研究１：Sakaki, Raw, 

Findlay & Thottam, 2019)。その結果，老年前期に比べ
て，老年後期になると，記憶のポジティビティ効果が高ま
ることが明らかとなった(Figure 1A)。ただし，老年後期
における記憶のポジティビティ効果には個人差も存在す
ることも示された。具体的には，「不要な情報を抑制し，
重要な情報のみに注意を向ける」ための実行系機能が高い
人ほど，老年後期のポジティビティ効果が強いことが明ら
かになった (Figure 1B)。このことから，老年後期におけ
るポジティビティ効果は，実行系機能に依存していること
が示唆される。 

 

 ただし，上記の研究はあくまで実験室実験によるもので
ある。従って，後期高齢者の日常の精神的健康に関しても，
老年後期になっても，幸福感が上昇するという保証はな
い。そこで次に，実行系機能と加齢が日常における幸福感
に与える影響に関する縦断調査を行った（研究２）。その
結果，上記の実験室実験の結果をほぼ追認する結果が認め
られた。より具体的には，実行系機能の低い場合には，加
齢に伴う幸福感の上昇は 70歳前後がピークで，老年後期
になると幸福感が減少するという先行研究の結果が追認された(Carstensen et al., 2011)。一方，
実行系機能が高い高齢者においては，老年後期においても加齢に伴う幸福感の上昇が認められ
た (Figure 2; Yagi et al., 2020)。 

 

 以上の２つの研究結果から，主観的幸福感においても，記憶におけるポジティビティ効果にお



いても，老年前期に比べて，老年後期になると，ポジテ
ィビティ効果が強まると言える。ただし，こうした老
年後期における加齢の肯定的な効果は，あくまで実行
系機能に依存するものである。一般に加齢に伴い実行
系機能が低下することが知られている。このことから，
加齢に伴い実行系機能が著しく低下した場合には，実
験室実験におけるポジティビティ効果も，日常生活に
おける幸福感も認められなくなると考えられる。 

 

   

 

 

 

 上記の２つの研究では，実験室実験にお
けるポジティビティ効果と日常生活におけ
る幸福感を独立に検討するものであった。
そのため，両者の関連については十分に明
らかではない。更に，実行系機能以外の規定
因については，検討できていない。そこで次
に，実験室実験による記憶のポジティビテ
ィ効果の検討，機能的磁気共鳴画像装置
（MRI）による神経基盤の検討，生理指標，
経験サンプリング法による日常生活での幸
福感の検討を併用した研究を行うこととし
た(研究３)。こうした研究３の準備に平行して，高齢者の脳活動や脳の構造，感情の処理メカニ
ズムを検討するための基礎研究を複数行うと共に，先行研究を広く概観し，加齢に伴う脳・心理
処理の変化を調べるための指標や手法の確立を目指した (Ezaki et al., 2018; Lee et al., 2018; 

Masuda et al., 2018; Raw et al., 2020; Sakaki, Ueno et al., 2018; Sakaki et al., 2016; Sakaki, 

Yagi & Murayama, 2018; Yoo et al., 2018)。こうした準備を踏まえ，研究３では，1週間の経験
サンプリングと 2つの実験セッションからなる大規模な研究をデザインした (Figure 3)。 

 

  その結果，高齢者になるほど，記憶におけるポジティビティ効果が高いという研究１の結果が
追認された。更に，高齢者になるほど，経験サンプリング法で測定される幸福感が高いという結
果も認められた。ただし，記憶におけるポジティビティ効果と幸福感の間には，直接の強い関連
は認められなかった。更に，先行研究では，加齢に伴う幸福感の高まりの背後には，将来の時間
的展望が短くなることが指摘されてきた(Carstensen et al., 2011)。具体的には，将来残された
時間が短いと知覚すると，感情制御への関心が高まり，ポジティビティ効果が生じると共に，幸
福感も高まると考えられている。こうした見解には異論も見られるものの，従来の研究のほとん
どが個人差に基づくもので，個人内変動に基づくものは少なかった。研究３では経験サンプリン
グにより，時間的展望と幸福感の個人内の関連に関して検討を行ったところ，先行研究に反して，
将来残された時間が長いと知覚するほど，幸福感が高いことが示された（Figure 4A; Raw et al., 

in prep）。更に，時間的展望を規定する要因として，好奇心の存在が示され，好奇心が高いほど
将来の時間的展望が高いことが示された（Figure 4B）。こうした結果は，先行研究で軽視されて
きた好奇心の適応的効果
を示すもので，高齢者の
精神的健康をいかに高め
るのかという問いに関し
て今後の研究に重要な指
針を与えるものである
(Murayama et al., 2019; 

Sakaki, Yagi & 

Murayama, 2018)。 
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